
 

林地を守る堆積有機物層

豪⾬・急傾斜地域の森林管理技術の⾼度化
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背景と⽬的

 針葉樹⼈⼯林では，近年間伐遅れなどで林地の管理がおろそかになり，環境保全機能や⽊材⽣産⼒の低下が懸念されている。このような林地の
荒廃化は，林内⾬による⾬滴衝撃や表⾯流の発⽣によって⼟壌が侵⾷されるためであると考えられている。⼟壌の侵⾷を防ぐためには，堆積有機
物層や林床植⽣などの地表を保護する被覆の存在が不可⽋である。本研究では，堆積有機物層に注⽬し，その地表保護効果を明らかにすることを
⽬的とした。

成 果

 樹種が異なる森林における林床の被覆状態の相違を明らかにするために，間伐遅れのヒノキ林（32年⽣），間伐遅れのスギ林（32年⽣），壮
齢アカマツ林（60年⽣），落葉広葉樹⼆次林（42年⽣）の４種類の林冠が閉鎖した林分において，堆積有機物層と下層植⽣による地表被覆度の
季節変動を調査した（図１︓各種林分における林床の様⼦と地表被覆度の季節変動︔堆積有機物層と林床植⽣は地表被覆の役割を果たし，⼟壌と礫は被覆を失った露出部分
である。間伐遅れのヒノキ林では，他の林分に⽐べて地表被覆度の低下が著しい）。４林分の中で，間伐遅れのヒノキ林の地表被覆度の低下は著しく，約50%
にまで達していた。これに⽐べて，他の林分の地表被覆度は⾼く，とりわけ壮齢アカマツ林は年間を通じてほぼ完全に地表が被覆されていた。間
伐遅れのスギ林と落葉広葉樹⼆次林の地表被覆度は，年平均値でそれぞれ94%と89%であった。いずれの林分においても，被覆の⼤半は堆積有
機物層が占めていた。林冠の閉鎖により林内照度が低下して林床植⽣が衰退した森林では，地表の保護はもっぱら堆積有機物層に依存することが
分かった。

図１︓各種林分における林床の様⼦と地表被覆度の季節変動︔堆積有機物層と林床植⽣は地表
被覆の役割を果たし，⼟壌と礫は被覆を失った露出部分である。間伐遅れのヒノキ林では，他
の林分に⽐べて地表被覆度の低下が著しい

 堆積有機物層が林地表層の⼟砂移動に及ぼす影響を明らかにするために，地表被覆度が最も低かった間伐遅れのヒノキ林と最も⾼かった壮齢ア
カマツ林において，地表の移動⼟砂量の測定と堆積有機物層の除去試験を実施した（図２︓間伐遅れのヒノキ林と壮齢アカマツ林における堆積有機物層除去
による移動⼟砂量の変化︔堆積有機物層の除去は急激な⼟砂移動の増⼤を引き起こす。地表被覆度が⾼い壮齢アカマツ林では，堆積有機物層の除去による移動⼟砂量の増加は約
100倍にも達する）。1996年６⽉の除去処理前は，壮齢アカマツ林の移動⼟砂量はヒノキ林の移動⼟砂量の約100分の１であった。これは，図１で
⽰した両林分の地表被覆度の差が原因であると考えられた。除去処理後は，壮齢アカマツ林の移動⼟砂量は約100倍にまで急激に増加し，間伐遅
れのヒノキ林対照区と同レベルに達した。また，壮齢アカマツ林の除去区では，⼟壌構造の発達程度の低下や粗⼤孔隙の減少など⼟壌物理性が悪
化していた。以上の結果から，林床の堆積有機物層は⼟砂移動の軽減効果が⾼く，林地の保護に対して重要な役割を担っていることが明らかにな
った。

図２︓間伐遅れのヒノキ林と壮齢アカマツ林における堆積有機物層除去による移
動⼟砂量の変化︔堆積有機物層の除去は急激な⼟砂移動の増⼤を引き起こす。地
表被覆度が⾼い壮齢アカマツ林では，堆積有機物層の除去による移動⼟砂量の増
加は約100倍にも達する）

 なお，本研究は農林⽔産技術会議事務局特別研究「⼈⼯針葉樹林における⼟壌劣化機構の解明」による。
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